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問　

幼
稚
園
や
保
育
園
が
近
く
に

あ
る
見
通
し
の
悪
い
市
道
４
５
１

７
号
線
、
４
５
０
７
号
線
、
４
５

１
４
号
線
の
交
差
点
付
近
の
道
路

の
安
全
対
策
を
伺
い
ま
す
。

答　

こ
れ
ま
で
に
、
注
意
喚
起
看

板
や
路
面
標
示
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
、
ま
た
道
路
に
、
舗
装
の
色
や

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
係
る
機
器
の

整
備
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

各
小
中
学
校
に
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
の
パ
ソ
コ
ン
を
40
台
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
型
端
末
を
42
台
、
特
別
支
援

学
級
用
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端

末
を
11
台
ず
つ
整
備
し
て
い
ま
す
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
へ
取
り
組
む
に

当
た
り
、
ク
ラ
ス
間
で
利
用
状
況

に
差
異
が
な
い
か
把
握
す
る
こ
と

問　

東
武
線
高
架
下
の
歩
行
者
専

用
通
路
を
鎌
ケ
谷
高
校
付
近
ま
で

延
伸
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
課

題
を
伺
い
ま
す
。

答　

市
道
24
号
線
を
横
断
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
横
断
歩
道

や
信
号
機
の
設
置
、
さ
ら
に
道
路

の
見
通
し
の
改
善
や
待
機
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
な
ど
、
東
武
鉄
道
や
警

察
等
の
関
係
機
関
と
協
議
を
行
う

な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

問　

鎌
ケ
谷
高
校
ま
で
の
歩
行
者

問　

最
近
の
児
童
虐
待
の
相
談
件

数
の
推
移
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

全
国
の
相
談
件
数
は
、
平
成

25
年
度
は
７
万
３
千
802
件
、
平
成

29
年
度
は
13
万
３
千
778
件
と
増
加

し
て
い
ま
す
。
鎌
ケ
谷
市
の
実
相

談
件
数
も
平
成
25
年
度
は
117
件
、

平
成
29
年
度
は
192
件
と
増
加
し
て

い
る
の
が
実
態
で
す
。

問　

担
当
職
員
の
増
員
と
職
員
の

能
力
向
上
の
た
め
に
は
継
続
し
た

在
職
年
数
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　

平
成
28
年
度
と
平
成
30
年
度

に
社
会
福
祉
士
を
各
々
１
名
、
平

　

議
会
で
は
、
み
な
さ
ん
の
生
活
に
直
結
し
た
重
要
な
問
題
が
審

議
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
様
子
を
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

本
会
議
の
傍
聴
席
は
先
着
順
に
46
席
あ
り
、
Ｒ
階
の
傍
聴
席
入

口
で
氏
名
・
住
所
・
年
齢
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

常
任
委
員
会
の
傍
聴
席
も
先
着
順
に
10
席
あ
り
、
傍
聴
手
続
き

は
６
階
の
議
会
事
務
局
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
小
学
生
以
下
の
お
子
様
が
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

家
族
介
護
者
へ
の
支
援
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

大
き
く
３
つ
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
１
つ
目
は
、
介

護
者
の
交
流
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

目
的
と
し
た
介
護
者
の
つ
ど
い
を

月
に
１
回
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

問　

出
産
前
の
支
援
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答　

保
健
師
等
の
面
接
に
よ
り
、

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
し
、
健
康

状
態
や
支
援
ニ
ー
ズ
等
の
状
況
を

確
認
し
、
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
用
い
て
、
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成

し
な
が
ら
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

問　

出
産
後
の
支
援
に
つ
い
て
伺

問　

福
太
郎
ス
タ
ジ
ア
ム
の
外
周

に
つ
い
て
、
市
民
が
夜
間
も
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
街
灯

を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

現
在
街
灯
は
設
置
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
利
用
者
の
安
全
確
保
も

問　

地
区
の
実
情
に
合
っ
た
実
践

的
な
内
容
を
定
め
る
地
区
防
災
計

画
の
整
備
は
、
こ
れ
か
ら
の
防
災

と
し
て
非
常
に
大
切
な
こ
と
か
と

思
い
ま
す
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

各
地
区
の
避
難
所
運
営
委
員

問　

下
総
航
空
基
地
の
滑
走
路
を

空
挺
団
や
他
の
部
隊
な
ど
に
貸
し

出
す
こ
と
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

毎
年
１
月
の
降
下
訓
練
始
め

な
ど
、
習
志
野
駐
屯
地
の
空
挺
降

下
訓
練
の
た
め
に
下
総
航
空
基
地

問　

北
千
葉
道
路
と
交
差
す
る
道

路
は
ど
の
位
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

松
戸
市
行
政
境
か
ら
、
都
市

計
画
道
路
船
橋
・
我
孫
子
バ
イ
パ

ス
線
と
の
間
で
交
差
す
る
道
路
は

15
路
線
で
す
。
そ
の
う
ち
新
た
に

計
画
さ
れ
る
交
差
点
は
４
カ
所
で

他
の
道
路
は
副
道
に
接
続
し
、
一

般
部
に
合
流
し
て
か
ら
４
カ
所
の

交
差
点
等
を
経
由
し
、
北
千
葉
道

路
を
横
断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
へ
は
丁
寧
に
ご
説
明

し
、
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
事

表
面
の
素
材
を
一
部
だ
け
変
え
、

で
こ
ぼ
こ
が
あ
る
よ
う
に
見
せ
か

け
た
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
や
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
な
ど
の
設
置
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

問　

昨
今
の
報
道
に
鑑
み
て
、
よ

り
一
層
の
歩
行
者
保
護
が
必
要
と

考
え
ま
す
が
、
今
後
の
新
た
な
安

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

答　

ク
ラ
ス
間
で
差
異
が
生
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
学
習
の
年
間

計
画
の
中
に
で
き
る
だ
け
位
置
づ

け
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

問　

国
の
方
針
で
は
、
３
ク
ラ
ス

に
１
ク
ラ
ス
分
程
度
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
伺
い

専
用
通
路
の
整
備
に
つ
い
て
市
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

東
武
線
の
高
架
下
を
利
用
し

た
鎌
ケ
谷
高
校
ま
で
の
歩
行
者
専

用
道
路
の
整
備
は
、
沿
線
や
地
域

に
お
住
ま
い
の
皆
様
や
鎌
ケ
谷
高

校
に
通
学
し
て
い
る
学
生
の
利
便

性
向
上
に
効
果
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
整
備
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
周
辺
の

道
路
状
況
や
宅
地
化
に
よ
る
人
口

情
勢
も
含
め
、
引
き
続
き
調
査
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

成
31
年
度
に
は
、
心
理
発
達
相
談

員
を
１
名
増
員
し
ま
し
た
。
ま
た
、

在
職
年
数
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程

度
の
期
間
を
確
保
す
る
必
要
性
が

高
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

平
成
30
年
度
鎌
ケ
谷
市
市
民

意
識
調
査
で
は
、
近
所
で
児
童
虐

待
を
見
つ
け
た
と
き
、
警
察
等
に

通
報
で
き
る
が
54
・
５
％
で
す
。

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

答　

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
、
早

期
対
応
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
が
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

介
護
者
教
室
を
年
に
２
回
か
ら
３

回
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
つ
目
は
、

在
宅
介
護
等
に
関
す
る
相
談
を
市

の
窓
口
と
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
計
４
カ
所
で
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。
３
つ
目
は
、
介
護
保
険

の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
場

合
、
家
族
が
介
護
に
疲
れ
た
と
き

い
ま
す
。

答　

保
健
師
等
が
面
接
し
、
相
談

対
応
等
を
し
て
い
ま
す
。
親
子
で

参
加
で
き
、
子
育
て
中
の
不
安
や

悩
み
の
解
消
、
仲
間
づ
く
り
な
ど

を
目
的
と
し
た
事
業
を
各
地
区
の

児
童
セ
ン
タ
ー
等
で
行
っ
て
い
ま

す
。

問　

児
童
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
つ

考
慮
し
、
今
後
全
体
の
整
備
計
画

の
中
で
調
査
・
検
討
し
ま
す
。

問　

福
太
郎
ア
リ
ー
ナ
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
応
に
つ
い
て
、
現
状
と

今
後
の
予
定
を
伺
い
ま
す
。

答　

現
在
、
福
太
郎
ア
リ
ー
ナ
で

は
、
車
椅
子
の
昇
降
用
リ
フ
ト
を

会
、
避
難
行
動
要
支
援
者
制
度
と

の
調
整
、
各
団
体
の
レ
ベ
ル
や
地

区
の
特
性
に
応
じ
た
課
題
の
整
理

な
ど
、
地
区
防
災
計
画
策
定
に
係

る
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

な
ど
を
通
じ
て
、
継
続
的
に
市
民

を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問　

オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
の
た
め

下
総
航
空
基
地
を
使
い
た
い
と
の

申
し
入
れ
が
あ
っ
た
場
合
は
、
断

じ
て
認
め
な
い
で
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
ま
す
が
、
市
の
考
え
、
決

業
化
に
向
け
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　

事
業
着
手
ま
で
ど
の
程
度
の

期
間
を
見
込
ま
れ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

答　

千
葉
県
に
よ
る
と
、現
時
点
で

示
す
こ
と
は
難
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

な
お
、す
で
に
事
業
化
さ
れ
て
い
る

印
旛
か
ら
成
田
間
の
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
手
続
に
要
し
た
事
例
で

は
、手
続
着
手
と
な
る
環
境
影
響
評

価
方
法
書
の
公
告
縦
覧
か
ら
環
境

影
響
評
価
書
の
公
告
縦
覧
ま
で
概

ね
３
年
５
カ
月
要
し
て
い
ま
す
。

道

路

行

政

に

つ

い

て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

東
武
線
高
架
下
の
歩
行
者
通
路
の 

活
用
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

児
童
虐
待
の
実
態
と
今
後
の
改
善
策
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
族
介
護
者
へ
の
支
援
の
取
り
組
み
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子

育

て

支

援

に

つ

い

て

「
福
太
郎
ス
タ
ジ
ア
ム（
陸
上
競
技
場
）」及
び「
福
太
郎
ア

リ
ー
ナ（
体
育
館
）」の
改
修
工
事
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

大
規
模
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

大
型
輸
送
機
「
オ
ス
プ
レ
イ
」
の
海
上

自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
配
備
に
つ
い
て

北
千
葉
道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

葛
　
山
　
繁
　
隆
　
議
員

德
　
野
　
　
　
涼
　
議
員

勝
　
又
　
　
　
勝
　
議
員

津
久
井
　
清
　
氏
　
議
員

松
　
澤
　
武
　
人
　
議
員

後
　
関
　
俊
　
一
　
議
員

富
　
田
　
信
　
恵
　
議
員

泉
　
川
　
洋
　
二
　
議
員

佐
　
竹
　
知
　
之
　
議
員

芝
　
田
　
裕
　
美
　
議
員

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

北千葉道路 −全線開通に向けて−

全
対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
市
の

認
識
を
伺
い
ま
す
。

答　

当
該
交
差
点
は
、
引
き
続
き

安
全
対
策
が
必
要
な
交
差
点
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

現
状
の
道
路
の
中
で
対
応
可
能
な

安
全
対
策
に
つ
い
て
警
察
な
ど
と

も
協
議
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
す
。

答　

多
額
の
経
費
と
な
る
た
め
、

財
政
状
況
を
考
慮
し
つ
つ
、
他
市

の
状
況
な
ど
も
調
査
し
、
国
の
動

向
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

な
ど
に
施
設
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

親
子
の
交
流
を
図
り
、
情
報

交
換
や
子
育
て
相
談
が
で
き
る
つ

ど
い
の
広
場
や
新
米
マ
マ
サ
ロ
ン

を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
気
分
転

換
や
育
児
の
疲
れ
を
解
消
し
、
楽

し
み
な
が
ら
子
育
て
が
で
き
る
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東
部
地
区
に
は
、
子
育
て
支
援
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
児

童
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
計
画
で

す
。

整
備
し
て
い
ま
す
が
、
体
育
館
の

構
造
上
の
問
題
か
ら
車
椅
子
用
観

覧
席
は
整
備
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

ア
リ
ー
ナ
フ
ロ
ア
で
の
観
戦
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
設
備
の
老
朽
化

も
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
市
有
建
築

物
長
寿
命
化
計
画
を
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、
財
政
状
況
を
考
慮
し
、

次
期
総
合
基
本
計
画
に
お
い
て
観

覧
席
の
改
修
に
つ
い
て
も
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

の
防
災
知
識
を
高
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

災
害
に
関
す
る
知
識
の
普
及

と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
防

災
基
礎
知
識
や
防
災
一
口
メ
モ
な

ど
を
継
続
的
に
掲
載
す
る
な
ど
、

機
会
を
捉
え
て
啓
発
し
て
い
き
ま

す
。

意
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

本
市
と
し
て
は
、
良
好
な
生

活
環
境
の
維
持
を
基
本
に
考
え
て

い
ま
す
。
現
在
海
上
自
衛
隊
と
し

て
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
運
用
の
予
定

が
な
い
旨
、
回
答
を
得
て
お
り
、

引
き
続
き
自
衛
隊
側
に
確
認
す
る

な
ど
、
情
報
の
収
集
に
努
め
ま
す
。

み
ん
な
の
議
会
、
傍
聴
し
ま
せ
ん
か


